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上
波
夫
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
歴
史
篇
』
)
と
い
う
専
ら
ジ
ュ
シ
ェ
ン
を
問
題

に
し
た
論
文
さ
え
あ
る
。
鄭
氏
は

ωで
は
い
と
も
簡
単
に
ジ
ュ
シ
ェ
ン
を
奴
隷

と
し
(
六
頁
)
、
ア
ハ
と
「
意
義
相
同
じ
く
互
用
す
る
も
の
」
(
八
頁
)
と
み
て

い
る
が
、
普
通
ア
ハ
を
奴
隷
、
ジ
ュ
シ
-
ン
を
殺
民
と
-議
し
て
い
る
我
が
薗
の

考
え
方
と
は
甚
だ
異
る
。

ωで
は
『
武
皇
帝
貫
録
』
に
民
と
あ
る
の
を

『満
文

老
機
』
で
は
ジ
ュ
シ
占
ン
と
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
(
二
九
頁
)
に
す
ぎ
な

い
の
で
、
そ
の
員
意
を
測
り
か
ね
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
な
お
検
討
す
る
徐

地
が
大
い
に
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
我
が
園
に
は
右
記
の
諸
氏
の
外
に
、
満
洲
族
の
社
舎
や
経

済
な
ど
に
闘
す
る
研
究
が
戦
前
か
ら
た
く
さ
ん
あ
る
。
い
ま
め
ぼ
し
い
単
行
本

だ
け
を
穆
げ
て
み
て
も
、
周
藤
士
口
之
氏
の

『
清
代
満
洲
土
地
政
策
の
研
究
』
や

『清
代
東
ア
ジ
ア
史
研
究
』、
三
田
村
泰
助
氏
の
『
清
朝
前
史
の
研
究
』
、
安
部

健
夫
氏
の

『
清
代
史
の
研
究
』
な
ど
の
大
著
が
あ
る
。
そ
う
し
た
研
究
成
果
が

中
閣
の
摩
界
で
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
二
、
三
年
の
問
、
中
園
で
は
新
進
の
研
究
者
に
よ
る
清

初
史
閥
係
の
論
文
が
し
き
り
に
摩
舎
誌
を
賑
わ
し
て
い
る
し
、
新
し
い
満
文
楢

案
な
ど
も
夜
見
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
最
近
、
日
中
南
園
聞
の
摩
術
交
流

は
頓
に
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
ま
す
ま
す
交
流
が
深
ま
り
、
製
方
の

清
初
史
の
研
究
が
一
段
と
進
展
す
る
こ
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ

る。

一
九
八

O
年
六
月

筆
書
局

A
5
版

北

京

中

四
六
六
頁

旬。
F
E
同州・

司
巳
同
-
F
m
E
r
静

岡
回
向
田

F
E
貝
唱
世田
句
。
窓
口
問

(。
円四国
-
Y

同
4HW
骨
内

as~vz
b
yw同
な
き
『
柄、司、

町
、M
E
a-明、。
~53司
H
H
H

』いえ
崎
町
、2
a

q
(
H
A
明
。
。
l

H
M
W
M
lH
)
・
同
》

a

z

hw-

ヨ
シ
ュ
ア
・

A
・
フ
ォ

l
ゲ
ル

『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
中
園
史
』
の
第
一
一
巻
は
、
最
終
的
に
一
五
を
と
な
る
橡

定
の
概
括
的
な
中
園
史
の
第
三
回
配
木
で
あ
る
。
第
一
回
配
本
は
一

九
七
八
年

に
出
た
第
一

O
各

(
『
東
洋
史
研
究
』

一一一八|一一一の
書
評
参
照
)
で
、
一
九
七

九
年
に
は
陪
唐
代
を
扱
っ
た
第
三
容
が
績
い
て
出
た
。
三
冊
目
が
今
回
世
に
出

た
の
だ
が
、
す
で
に
一

O
年
以
上
も
か
か
っ
て
い
る
こ
の

E
大
な
プ
ロ
ジ
ご
グ

ト
の
全
鐙
を
見
ら
れ
る
の
は
、
ず
っ
と
先
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
分
で
は
、
全

径
が
揃
っ
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
新
し
い
研
究
に
よ

っ
て、

そ
れ
ら
の
改
訂
と

『。
新
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
中
園
史
』
の
編
纂
事
業
の
開
始
と

が
徐
儀
な
く
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

第
一
一
各
は
第
一

O
谷
の
姉
妹
篇
と
し
て
編
ま
れ
て
い
る
。
一
八

O
O年
か

ら
一
九
一
一
年
に
及
ぶ
様
々
な
主
題
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
年
代
的
に
は
、
第
一

O
各
の
内
容
の
多
く
は
第
一
一
巻
よ
り
も
早
い
時
期
を
扱
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

辛
亥
革
命
で
日
本
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
第
六
章
を
除

い
て
は
、
本
各
の
三
分
の
一
は
現
在
ま
で
の
英
米
雨
閣
に
お
け
る
中
園
祭
の
得

意
な
分
野
で
あ
る
封
外
関
係
に
費
さ
れ
て
い
る
。
第
一
一
巻
は
第
一

O
巻
よ
り

も
は
る
か
に
康
く
四
筒
園
か
ら
な
る
園
際
的
皐
者
陣
を
揃
え
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
大
部
な
概
設
で
も
な
お
、
何
か
重
要
な
も
の
が
歓
け
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
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る
の
で
あ
る
。

第

一一

巻
の
内
容
は
、
次
の
逼
り
で
あ
る
。

編
集
者
の
序

地
圃
リ
ス
ト

表
リ
ス
ト

第
一
一
巻
へ
の
序
言

第
一
章
清
末
の
経
済
動
向
l
一
八
七

0
1
一
九
一

一ーー

ア
ル
パ

l
ト
・
フ
ュ
ア
ワ
l
カ
!
?
、
シ
ガ
ン
大
皐
)

農
業
/
手
工
業
/
近
代
工
業
/
圏
内
外
の
商
業
/
政
府
と
経
済

第
二
章
清
末
の
封
外
関
係
|
一
八
六
六
J
一
九

O
五
l

イ
マ
ヌ
エ
ル
・

C
・
Y
・
ス
ー

(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
準
サ
ン
タ
・
パ

l
バ
ラ
校
〉

雛
わ
り
つ
つ
あ
る
関
係
/
針
外
関
係
|
一
八
六
六
J
七
五
/
帝
園

主
義
の
遺
境
及
び
属
園
侵
略
/
日
本
の
朝
鮮
侵
略
/
。
中
圏
分
割
。
の

脅
威
/
義
和
圏
の
鍬
/
日
英
同
盟
と
日
露
戦
争
の
影
響

第
三
章
中
園
の
園
際
観
の
餐
化
|
一
八
四

O
J九
五
|

郁
延
卒
(
テ
ネ
シ
ー
大
同
月
子
)

王
繭
敏
(
香
港
中
文
大
皐
)

惇
統
的
な
封
外
関
係
観
/
最
初
の
衡
感
と
停
滞
/
西
洋
列
強
の
衝
撃

/
針
外
政
策
観
の
雨
面
性
/
中
闘
の
園
際
関
係
翻
の
連
績
と
祭
化

第
四
章
軍
事
的
挑
戦
西
北
中
園
と
沿
岸
地
域

劉
庚
京
(
カ
リ
フ
定
ル
ニ
ア
大
皐
デ
イ
ヴ
ィ
ス
校
)

リ
チ
ャ

l
ド
・
ス
ミ
ス
(
ラ
イ
ス
大
皐
)

太
卒
天
国
後
の
清
軍
/
回
民
起
義
と
そ
の
園
際
的
関
係
/
侠
西
・
甘

粛
に
お
け
る
清
朝
の
勝
利
/
新
彊
再
征
服
/
李
鴻
章
と
沿
岸
防
衛
/

清
併
戟
争
と
そ
の
徐
波
/
災
難
日
清
戦
争

第
五
章
思
想
の
拙
変
化
と
改
革
運
動
1

一
八
九

0
1九
八

l

チ
ャ
ン
・
ハ
オ
(
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
事
)

背
景
日
ウ
エ
ス
タ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
/
康
有
震
と
新
思
想
の
護
酵
/

改
革
運
動
/
湖
南
に
お
け
る
改
革
/
一
八
九
八
年
の
挫
折
/
改
革
時

代
の
遺
産

第
六
章
日
本
と
辛
亥
革
命
マ
リ
ウ
ス
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
(
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
皐
〉

日
本
へ
の
警
告
中
園
開
園
/
中
園
思
想
上
の
明
治
日
本
/
日
本
の

中
園
人
皐
生
/
民
族
主
義
と
そ
の
反
響
/
翻
誇
物
の
影
響
/
日
本
と

中
園
の
革
命
家

第
七
章
政
治
改
革
と
制
度
改
革
|
一
九

O
一
J
一
一
ー
ー

市
古
宙
三
(
東
洋
文
庫
〉

光
緒
帝
の
改
革
令
/
数
育
改
革
/
軍
制
改
革
/
立
憲
政
治
の
準
備
/

財
政
の
改
革
と
そ
の
中
央
集
権
化
/
他
の
改
革
案
/
清
末
改
革
の
特

徴

第
八
章
一
九
二
年
以
前
の
政
府
・
商
人
・
産
業

ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
・

K
-
K
・
チ
ャ
ン
(
オ
ク
シ
デ
ン
タ
ル
大
祭
〉

商
人
と
近
代
企
業
税
額
査
定
/
近
代
工
業
へ
の
官
の
援
助
/
私
企

業
運
動
/
北
京
と
地
方
日
主
導
権
争
い
/
官
僚
資
本
家
の
出
現

第
九
章
共
和
主
義
者
の
革
命
運
動

マ
イ
ケ
ル
・
ギ
ャ
ス
タ
l

(
ラ
ト
ガ
I
ズ
大
皐
)

初
期
の
連
合
二
九

O
五
年
以
前
の
革
命
運
動
/
同
盟
曾
l
一
九

O

五
J
八
|
/
清
朝
の
破
綻
|

一
九

O
八
J
一
一
一
ー
ー
/
同
盟
舎
の
出
現

/
共
和
制
の
誕
生
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祉
曾
繁
化
の
潮
流
マ
リ
ア
ン
ヌ

・
パ
ス
テ
ィ
H

，フ
リ
ュ
ジ
エ

l
ル

(
パ
リ
園
立
科
翠
研
究
セ
ン
タ
ー
)

特
権
階
級
/
一
般
民
衆
/
下
層
傍
働
者
の
成
長
/
祉
舎
繁
化
の
原
動

力

文
献
解
題

参
照
書
目

語
会
索
引

以
上
の
章
題
か
ら
、
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
中
園
史
』
は
ま
だ
そ
の
性
格
の
何
た

る
か
を
決
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
は
、
中
園
史
の
包
括
的
か
っ

叙
述
的
な
概
論
た
ら
ん
と
し
て
い
る
の
か
。
特
定
時
代
の
中
園
史
の
問
題
に
つ

い
て
説
明
や
分
析
を
行
な
っ
た
論
文
集
た
ら
ん
と
し
て
い
る
の
か
。
あ
る
い
は

(
第
一

O
を
の
よ
う
に
)
そ
の
雨
者
た
ら
ん
と
し
て
い
る
の
か
。
い
ま
ま
で
そ

の
聞
い
に
針
す
る
解
答
は
読
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
問
題
を
避
け
る

こ
と
は
何
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
一
一
巻
の
い
く
つ
か
の
論
文
は
、
純
粋
に
叙
述
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て

い

る
。
イ
マ
ニ
エ
ル
・
ス

l
氏
の
清
宋
の
針
外
関
係
に
関
す
る
第
二
章
は
一
八
六

六
年
か
ら
一
九

O
五
年
ま
で
の
す
べ
て
の
主
要
な
事
件

・
人
間
・
問
題
を
要
約

し
た
も
の
で
あ
る
。
氏
が
結
論
部
分
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
論
文
の

基
調
が
わ
か
る
。
ス

l
氏
は
膨
大
な
量
の
史
料
を
整
理
し
て
、
数
科
書
流
に
こ

の
期
間
に
起
き
た
事
件
を
回
顧
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
も
し
我
々
が
そ
の

問
題
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
第
一

O
各
で
ジ
ョ
ゼ
フ
H

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
氏
が
な
し
と
げ
た
偉
業
に
匹
敵
す
る
重
要
な
業
績
と
な
っ
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、

ス
l
氏
自
身
は
早
く
か
ら
下
準
備
に
骨
を
折
っ
て
き
た
け

れ
ど
も
、
氏
の
用
い
た
素
材
は
、
あ
り
ふ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
う

第

一
O
章

ぇ
、
研
究
封
象
と
し
て
い
る
時
代
の
中
園
人
登
場
人
物
に
劃
し
て
は
、
あ
た
か

も
彼
ら
自
身
が
そ
う
し
た
結
果
を
招
い
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
ほ
と
ん
ど
同

情
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
清
議
汲
は
「
無
責
任
な
狂
信
的
愛
園
主
義

を
唱
え
る
も
の
」
と
し
て
、
非
魅
力
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ス
l
氏

濁
特
の
「
清
議
」
解
穣
で
あ
る
。
ま
た
、
氏
は
義
和
国
の
排
外
主
義
の
原
因
を

い
く
つ
か
述
べ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
義
和
闘
が
主
と
し
て
非
理
性
的
な

も
の
に
よ
っ
て
動
い
て
い
た
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

義
和
圃
運
動
は
、
反
動
的
な
満
洲
宮
廷
、
保
守
官
僚
並
び
に
郷
紳
、
無
間
四
干

で
迷
信
深
い
民
衆
等
の
諸
勢
力
が
結
び
つ
い
て
展
開
し
た
。
そ
れ
は
、

帝

園
主
義
に
劃
す
る
反
感
と
怒
り
と
が
非
理
性
的
な
形
で
爆
愛
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
(
一
二
九
頁
)

マ
イ
ケ
ル

・
ギ
ャ
ス
タ
l
氏
が
執
筆
し
た
辛
亥
革
命
に
つ

い
て
の
第
九
章
も

ま
た
、
第
一
に
要
約
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
こ
に
は
従
来
ト
グ
マ
チ
ッ
ク
な

皐
者
以
外
に
は
解
答
で
き
な
か
っ
た
革
命
を
め
ぐ
る
多
く
の
難
聞
が
提
出
さ

れ
て
い
る
。
最
近
の
中
園
及
び
西
洋
に
お
け
る
研
究
に
基
い
て
、
ギ
ャ
ス
タ
ー

氏
は
多
様
な
革
命
集
幽
の
祉
曾
的
・
政
治
的
起
源
を
追
跡
し
て
い
る
。
革
命
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
様
々
な
祉
舎
背
景
と
西
洋
に
削
到
す
る
相
反
し
た
見
方
の
た
め

に
、
最
初
か
ら
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
た
、
と
氏
は
考
え
て
い
る
。
ギ
ヤ
ス
タ
l

氏
は
清
末
の
革
命
汲
と
改
革
仮
と
の
論
争
を
論
じ
て
、
洞
察
鋭
く
次
の
粘
'
を
指

摘
し
て
い
る
。

中
園
に
お
け
る
よ
り
重
要
な
分
裂
は
、
本
質
的
な
雛
化
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
た
人
々
と
そ
う
で
な
い
人
々
と
の
関
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
に

お
い
て
は
、
革
命
汲
も
改
革
波
も
同
様
に
貢
献
し
て
い
る
。
か
れ
ら
の
著

述
に
よ
り
、
人
々
は
根
本
的
繁
化
を
ま
す
ま
す
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

一
九
一

O
年
以
後
、
清
朝
が
つ

い
に
そ
う
し
た
要
求
を
満
足
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さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
無
能
ぶ
り
を
さ
ら
け
出
す
と
、
革
命
と

共
和
主
義
の
思
想
は
、
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
に
受
け
容
れ
ら
れ
始
め

た
。
(
四
九
九
頁
)

氏
が
述
べ
て
い
る
最
も
興
味
深
い
こ
と
の
一
つ
は
、
共
進
曾

・
文
民
平
社

・
中

部
同
盟
舎
の
秘
密
活
動
と
こ
の
活
動
全
控
に
お
け
る
新
軍
の
中
心
的
意
義
で
あ

る
。
ギ
ャ
ス
タ
l
氏
は
、
一
九
一
一
年
一

O
月
一

O
日
ま
で
筆
を
進
め
る
と
、

衣
の
よ
う
に
撃
を
大
に
し
て
の
べ
て
い
る
。

我
々
は
辛
亥
革
命
史
の
中
で
革
命
波
を
の
み
込
ん
だ
よ
う
に
み
え
る
時
黙

に
到
達
し
た
。
〈
五
二
七
頁
〉

そ
れ
か
ら
後
の
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
何
が
起
き
た

の
か
」
と
い
う
問
題
は
、
依
然
と
し
て
歴
史
家
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ギ
ャ
ス
タ

ー
氏
は
郷
紳
に
つ
い
て
、
新
興
で
、
挫
折
し
た
経
験
が
あ
り
、
そ
れ
故
革
新
的

で
、
民
族
運
動
に
お
い
て
地
方
の
世
論
を
熱
心
に
動
か
し
、
必
要
な
場
合
に
は

す
す
ん
で
革
命
を
起
こ
そ
う
と
し
た
、
と
い
う
命
題
に
従
っ
て
い
る
。
郷
紳
は

停
統
的
役
割
は
果
す
が
、
も
は
や
科
毎
制
度
か
ら
離
れ
て
園
民
的
階
級
に
獲
身

し
つ
つ
あ
り
、
自
己
の
利
盆
を
保
全
す
る
た
め
に
清
朝
を
倒
し
て
共
和
制
を
樹

立
す
る
血
覚
悟
が
で
き
て
い
た
。
辛
亥
革
命
に
つ

い
て
議
論
は
な
お
績
く
で
あ
ろ

う
が
、
少
な
く
と
も
ギ
ャ
ス
タ
1
氏
は
自
分
の
立
場
を
保
持
し
て
い
る
。

劉
、
ス
ミ
ス
雨
氏
が
執
筆
し
た
第
四
章
は
、
年
代
的
に
は
第

一
O
巻
で
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
タ
ー
ン
氏
が
執
筆
し
た
太
卒
天
国
に
関
す
る
論
説
に
つ
づ
い
て
い

る
。
こ
の
章
は
内
容
が
堕
富
で
熟
読
に
値
す
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
分
析
が
不

足
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、
最
近
の
西
洋
や
中
園
に
お
け
る
研
究
と

史
料
と
に
確
固
と
し
て
基
い
て
い
る
。
こ
の
章
の
議
論
の
多
く
は
、
大
部
分
の

読
者
に
と
っ
て
目
新
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
特
に
、
新
彊
と
西
北

中
園
に
お
け
る
反
飢
、
及
び
清
朝
に
よ
る
再
征
服
に
関
し
て
製
富
に
史
料
が
引

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
国
民
起
義
を

重
視
し
て
、
如
何
な
る
祉
舎
的
要
因
(
敷
延
し
て
宗
教
的
要
因
〉
が
回
民
を
反

胤
に
導
い
た
の
か
、
を
理
解
し
よ
う
と
し
、
さ
ら
に
左
宗
裳
そ
の
他
の
人
々
が

如
何
に
鎮
座
し
た
か
、
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
掌
で
特
に
み
ご
と
に
論
ぜ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
う

一
つ
の
部
分
は
、

2v
豪
組
問
に
お
け
る
劉
銘
俸
。

で
あ
る
。
劉
、
ス
ミ
ス
爾
氏
は
こ
の
論
議
の
的
に
な
っ
て
い
る
人
物
と
一
八
八

五
年
か
ら
九
一
年
ま
で
の
肇
組
問
に
お
け
る
か
れ
の
改
革
へ
の
努
力
と
を
公
卒
に

分
析
し
て
い
る
。
爾
氏
は
劉
銘
俸
に
到
し
て
高
い
評
債
を
輿
え
て
い
る
。

劉
巡
撫
は
良
心
的
で
あ
り
革
新
的
で
あ
っ
た
。
(
二
六
五
頁
)

こ
の
章
は
「
最
初
か
ら
最
後
ま
で
(
中
園
に
と
り
〉
全
く
の
災
難
で
あ
っ
た
」

日
清
敵
手
で
終
っ
て
い
る
。

市
古
宙
三
氏
が
執
筆
し
た
第
七
章
は
、
歴
史
叙
述
と
分
析
的
解
律
と
を
如
何

に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
示
す
モ
デ
ル
で
あ
る
。
そ
の
論
調
は
淡
々

と
し
て
い
る
が
、
た
ん
ね
ん
に
讃
め
ば
、
以
前
に
は
西
洋
の
文
献
で
論
ぜ
ら
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
、

多
く
の
債
値
あ
る
内
容
を
愛
見
す
る
で
あ
ろ
う
。
市
古

氏
は
清
末

一
0
年
間
の
改
一
革
を
四
つ
の
表
題
に
分
類
し
た
。
す
な
わ
ち
、
数
育

改
革

・
政
治
改
革
・
軍
事
改
革
・
財
政
改
革
で
あ
る
。
氏
は
各
々
に
つ
い
て
、

清
朝
は
何
を
改
革
し
よ
う
と
し
た
か
、
如
何
に
問
題
の
あ
る
分
野
に
立
ち
向
か

っ
た
か
、
及
び
改
革
の
相
封
的
な
成
功
が
生
ん
だ
問
題
、
を
説
明
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
清
朝
は
中
園
人
皐
生
の
日
本
留
皐
を
許
す
こ
と
に
よ
り
、
か
れ
ら

に
活
動
の
基
盤
を
奥
え
た
ば
か
り
か
、
日
本
の
急
進
主
義
者
と
接
綱
す
る
こ
と

を
も
許
し
た
。
清
朝
は
、
か
れ
ら
の
在
日
臣
民
を
統
制
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ

の
こ
と
は
排
満
思
想
を
か
つ
て
な
く
高
揚
さ
せ
た
。
同
様
に
、
清
朝
は
新
軍
を

創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身
を
滅
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
最
も
関
心
を
よ
ぶ

市
古
氏
の
論
黙
は
、
一
九

O
六
年
に
始
ま
る
。
立
憲
制
の
準
備
。
に
関
す
る
も
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の
で
あ
る
。
氏
は
北
京
の
清
朝
政
府
が
権
力
の
中
央
集
権
化
を
図
る
と
と
も

に
、
あ
ち
こ
ち
で
譲
歩
を
除
儀
な
く
さ
れ
諮
議
局
と
資
政
院
の
設
立
を
許
し
た

と
い
う
複
雑
な
光
景
を
描
い
て
い
る
。
郷
紳
は
諮
議
局
を
濁
占
し、

清
朝
は
資

政
院
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
。
市
古
氏
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
保
守
的
な
合
意
で
あ

っ
た
。要
す
る
に
、
清
末
の
こ
の
地
方
自
治
は
、
保
守
的
な
清
朝
政
府
と
、
同
様

に
保
守
的
な
地
方
郷
糾
と
が
、
相
互
の
利
盆
を
求
め
て
互
い
に
協
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
疑
り
つ
つ
あ
る
世
界
に
お
い
て
、
自
分
た
ち
の
政
治
権
力

を
保
持
し
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ
っ
た
。

(四

O
二
頁
〉

さ
ら
に
清
朝
が
郷
紳
に
歴
力
を
加
え
た
た
め
、
諮
議
局
は
協
定
を
放
棄
し
て
革

命
に
参
加
し
た
。
市
古
氏
の
分
析
的
結
論
は
、
満
洲
人
に
よ
る
改
一本
が
自
己
矛

盾
で
あ
り
、
利
己
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
ま
た
氏

は
、
地
方
郷
紳
が
改
革
を
支
持
し
た
の
は
自
己
の
利
盆
を
闘
っ

た
か
ら
に
す
ぎ

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
改
革
に
よ
り
、
郷
紳
は
科
怨
制
度
消
滅
の

俄
波
を
受
け
な
が
ら
も
、
地
方
の
支
配
権
を
保
持
す
る
手
段
を
得
た
。

要
す
る
に
、
た
と
え
清
末
十
年
間
を
通
じ
る
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
最

後
の
五
、
六
年
聞
の
改
革
案
は
、
満
州
人
支
配
者

・
中
園
人
地
方
官

・
郷

糾
が
自
身
の
権
力
を
保
ち
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
擁
大
し
よ
う
と
さ
え
し
た

試
み
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
し
ば
し
ば
食

い
違
い
を
生
ん
だ
。
結
局
、
改
革
は
清
朝
の
波
落
を
導
い
た
の
で
あ
る
。

(
四
一
五
頁
)

本
容
の
三
本
の
論
文
は
思
想
史
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
三
つ
の
全
く
異

な
る
視
貼
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
最
も
興
味
深
い
の
は
、
辛
亥
革
命
に
至

る
数
年
聞
の
中
園
の
改
革
と
革
命
と
に
果
た
し
た
日
本
の
役
割
に
つ
い
て
マ
リ

ウ
ス

・
ジ
ャ
ン
セ
ン
氏
、が書
い
た
第
六
章
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
セ
ン
氏
は
は
じ
め

に
基
本
的
前
提
を
述
べ
て
い
る
。
「
中
園
と
日
本
の
近
代
化
は
内
部
で
密
接
に

関
係
し
あ
っ
て
い
た
」

(
三
三
九
頁
)
と
い
う
黙
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
あ
と
で

は、

ア
ヘ
ン
防
相手
か
ら
辛
亥
革
命
ま
で
中
園
と
日
本
の
文
化
的
・
政
治
的
相
互

作
用
に
つ
い
て
、
西
洋
の
闘
停
者
が
誰
も
描
く
こ
と
の
で
き
な
い
く
ら
い
大
き
く

か
っ
魅
力
的
な
描
潟
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
中
園
人
改
革
者
た
ち
に
影
響
を
輿

え
た
日
本
の
近
代
化
の
経
験
と
、
関
心
あ
る
日
本
人
に
影
響
を
輿
え
た
、
西
洋

支
配
下
に
あ
る
中
園
の
運
命
お
よ
び
改
革
へ
の
努
力
と
の
も
つ
重
要
性
に
、
氏

は
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
寅
藤
恵
秀
氏
の
先
駆

的
業
績
に
多
く
依
按d
し
な
が
ら
、
日
本
の
皐
校
に
お
け
る
中
園
人
畢
生
の
経
験

が
中
薗
民
族
主
義
の
育
成
に
寄
興
し
た
こ
と
に
多
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

ま
た
ジ
ャ
ン
七
ン
氏
は
、
自
身
の
以
前
の
研
究
に
加
え
て
、
幾
分
詳
細
に
大
陸

浪
人
、
東
亜
同
文
倉
、
同
じ
様
な
志
を
持
っ
た
東
ア
ジ
ア
の
。
冒
険
者
φ

な
ど

の
行
動
を
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
す
べ
て
を
背
景
と
し
て
、
輿
中
舎
の
設

立
、
孫
文
の
初
期
の
革
命
活
動、

宮
崎
治
天
と
の
援
腕
を
論
じ
て
い
る
。
ジ
ャ

ン
セ
ン
氏
の
結
論
は
日
中
関
係
の
嬰
質
を
激
言
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
日
本
の
影
響
は
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
中
薗
人
が
経
験

し
て
い
た
、
よ
り
大
き
な
繁
化
の
潮
流
を
促
し
た
。
中
園
人
指
導
者
逮
が

日
本
と
接
鮒
し
て
受
け
た
衝
撃
の
大
き
さ
を
測
る
の
は
難
か
し
い
。
し
か

し
あ
る
一
部
の
日
本
人
の
生
涯
に
お
い
て
中
園
人
と
の
接
燭
が
最
も
重
大

な
経
験
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
認
め
ら
れ
る
。
宮
崎
及
び
そ
の
友
人
は

大
陸
浪
人
と
呼
ば
れ
る
が
、
彼
ら
の
全
生
涯
は
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
新
し
い
東
ア
ジ
ア
建
設
へ
の
戟
い

は
、
個
人
的

・
民
族
的
領
域
を
越
え
た
大
義
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

民
族
意
識
の
潮
流
の
高
揚
す
る
中
で
、
中
園
人
・
日
本
人
雨
者
に
と
り
、

園
際
的
に
連
帯
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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。
ニ
七
四
頁
)

那
・
王
商
氏
に
よ
る
第
三
章
は
特
異
な
論
文
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
お
そ
ら

く
、
そ
れ
が
中
園
語
で
書
か
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
英
語
で
書
か
れ
る
べ
き
で
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
黙
に
あ
る
。
そ
れ
は
質
質
的
に
西
洋
の
中
園
皐
界

に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
、
原
典
に
忠
貨
な
考
讃
皐
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
著

者
は
、
中
園
の
知
識
人
た
ち
が
西
洋
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
際
に
用
い
た
語

を
、
極
め
て
厳
密
に
見
て
い
る
。
ま
た
爾
氏
は
、
経
世
息
振
と
そ
の
政
治
・
思

想
・
軍
事
・
制
度
に
つ
い
て
卓
越
し
た
梗
概
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
論
設
で

は
、
結
論
よ
り
も
原
典
分
析
の
方
が
は
る
か
に
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

一
八
四

O
年
か
ら
六

O
年
の
聞
に
粗
末
な
西
洋
研
究
が
開
始
さ
れ
は
し
た

も
の
の
、
中
園
人
の
図
際
観
は
、
誤
解
と
知
的
・
制
度
的
停
滞
と
に
よ
っ

て
制
約
を
受
け
て
い
た
。
中
園
は
園
際
関
係
を
考
慮
に
い
れ
な
か
っ
た
た

め
に
、
中
華
帝
闘
を
ゆ
る
が
す
さ
ら
に
強
烈
な
衝
繋
を
受
け
る
ま
で
、
園

家
規
模
の
危
機
感
を
持
た
な
か
っ
た
。
近
代
軍
備
を
求
め
る
う
え
で
、
ア

ヘ
ン
戦
争
に
績
く
二

O
年
開
を
空
費
し
た
と
い
う
の
が
、
そ
の
僑
ら
ぬ
結

果
で
あ
る
。
(
一
五
五
|
六
頁
)

那
・
王
雨
氏
は
、
十
九
世
紀
末
に
お
け
る
ク
繁
化
。
や
。
機
舎
。
と
い
う
よ

う
な
、
我
々
が
あ
た
り
ま
え
と
考
え
て
き
た
概
念
を
、
停
統
的
中
園
思
想
の
よ

り
大
き
な
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
仕
事
を
し
た
。
同
様

に
爾
氏
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
援
な
災
難
に
直
面
し
た
際
に
、
様
々
な
種
類
の
中

園
人
士
大
夫
が
好
験
的
な
反
西
洋
的
態
度
を
保
持
し
た
と
い
う
黙
に
つ
い
て
、

魅
力
的
な
設
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
爾
氏
は
清
議
娠
、
倭
仁
そ
の
他
の
よ
う
な

人
々
を
重
潤
す
る
。
こ
れ
は
、
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
末
に
か
け
て
の
一
般
的
な

思
潮
は
革
命
的
で
あ
っ
た
と
い
う
、
庚
く
流
布
し
て
い
る
誤
ま
っ
た
認
識
を
是

正
す
る
上
で
、
安
蛍
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
ま
た
、
初
期
の
中
園
民
族
意

識
の
背
景
を
、
原
典
に
基
い
て
す
ぐ
れ
た
形
で
示
し
て
く
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

中
華
思
想
の
段
落
、
中
園
の
政
治
・
経
済
面
に
お
け
る
民
族
主
義
(
鄭
観
態
の

著
作
を
中
心
と
し
て
)
及
び
閣
家
主
権
の
観
念
の
設
展
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
論

文
は
、
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
中
園
史
』
第
一

O
巻
に
最
も
興
味
深
い
貢
献
を
し
た

マ
ン
・
ジ
ョ

l
ン
ズ
氏
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
タ
ー
ン
氏
の
論
文
か
ら
多
く
の
問
題

を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

チ
ャ
ン

・
ハ
オ
氏
の
繁
法
運
動
に
関
す
る
第
五
章
は
、
第
一
一
巻
で
三
番
目

の
思
想
史
の
論
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
出
さ
れ
て
い
る
王
翁
・
康
有
震
・
梁
啓
超

そ
の
他
に
つ
い
て
の
史
料
の
多
く
は
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
多
く
は
チ

ャ
ン
氏
自
身
の
梁
麿
超
研
究
に
よ
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
チ
ャ
ン
氏
は
陳
腐
な

決
ま
り
文
句
を
多
く
並
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
よ
り
復
雑
な
言
葉
で
皐
に
言

い
換
え
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
:
:
:
清
末
改
革
運
動
の

意
義
深
い
新
た
な
出
設
の
先
駆
と
な

っ

た
。
従
来
、
改
一
平
思
想
は
停
統
的
幽
鐙
が
合
法
的
で
あ
る
と
の
仮
定
と
、
停

統
的
な
政
治
秩
序
の
枠
組
の
中
で
改
革
を
十
分
賀
行
し
得
る
と
い
う
前
提

と
に
基
い
て
い
た
。

今
や
そ
の
合
法
性
が
問
わ
れ
、
別
の
基
礎
の
上
に
政

慢
を
組
織
す
る
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
た
。
片
品
時
の
言
葉
で
は
、
西
皐
が
技

術
上
の
知
識
の
み
な
ら
ず
政
治
上
の
知
識
の
源
と
な
っ
た
。
(
二
八
一
頁
)

し
か
し
な
が
ら
、
改
革
運
動
そ
の
も
の
、
湖
南
に
お
け
る
改
革
の
先
騒
者
と

保
守
反
動
(
こ
の
論
文
の
最
良
の
部
分
で
あ
る
〉
、
最
後
に
一
八
九
八
年
の
つ

か
の
ま
の
勝
利
と
破
局
に
つ
い
て
の
措
篤
と
評
債
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
部
分
に
は
多
く
の
事
寅
が
詰
め
込
ま
れ
て
お
り
、
チ
ャ

ン
氏
は
清
末
改
一
革
運
動
を
め
ぐ
る
最
も
重
要
な
闘
争
と
緊
張
と
を
う
ま
く
描
い

て
い
る
。
チ
ャ
ン
氏
は
自
身
の
他
の
研
究
と
は
異
な
り
、
白
木
の
明
治
維
新
が
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中
閣
の
改
革
者
の
手
木
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
康
有
震
は
も
は
や
権

力
感
究
の
な
い
孤
立
し
た
理
想
主
義
者
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
今
ゃ

な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
改
革
へ
の
努
力
の

E
大
さ
と
、
彼
が
つ
ぶ
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
す
べ
て
の
官
僚
の
存
在
と
を
明
確
に
意
識
し
て
い
る
人
物
と
し
て
現

わ
れ
て
い
る
。

概
し
て
康
有
須
の
戦
略
は
、
宮
廷
と
官
僚
制
全
僅
か
ら
権
力
を
取
り
上
げ

て
、
皇
帝
及
び
改
革
顧
問
の
手
に
金
槌
力
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
質
際
上
の
目
的
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
清
朝
官
僚
鐙
制
全
鎧
に

削
到
す
る
宣
戦
布
告
と
な
っ
た
。
(
三
一
一
一
一
一
頁
)

と
言
う
の
で
あ
る
。
チ
ャ
ン
氏
は
そ
の
す
ぐ
れ
た
結
論
に
お
い
て
、
改
革
運
動

が
そ
の
後
十
年
聞
の
新
し
い
エ
リ
ー
ト
に
残
し
た
遺
産
を
次
の
よ
う
に
提
示
し

て
い
る
。こ
の
す
べ
て
の
祉
曾

・
図
家

・
文
化
上
の
侮
統
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、

改
革
時
代
に
は
沓
士
大
夫
と
は
著
し
く
異
な
る
新
し
い
祉
舎
階
層
が
見
ら

れ
た
。
彼
ら
は
新
し
い
思
潮

・
新
し
い
制
度
や
芽
を
出
し
た
世
論
と
と
も

に
登
場
し
て
き
で
、
改
革
期
の
重
要
な
遺
産
を
つ
く
っ
た
。
(
一
一
一
一
一
一
八
頁
)

残
り
の
三
論
文
は
、
す
べ
て
経
済
史
も
し
く
は
祉
舎
経
済
史
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。
ア
ル
パ

l
ト
・
フ
ュ
ア
ワ

l
ヵ
l
氏
の
。
経
済
動
向
。
に
つ
い
て
の

第
一
章
は
、
清
帝
図
末
期
の
歴
史
に
有
盆
な
も
の
を
加
え
た
が
、
残
念
な
こ

と
に
、
氏
が
筆
を
起
こ
し
た
一
八
七

O
年
に
先
立
つ
数
十
年
聞
の
背
景
を
説
明

す
る
章
が
、
『
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
中
園
史
』
第

一
O
各
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ

の
論
文
は
厳
密
に
統
計
を
用
い
、
農
業
・
手
工
業
・
工
業

・
商
業
及
び
経
済
面

に
お
け
る
政
府
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
幅
庚
い
事
象
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

但
し
、
結
論
の
多
く
は
古
く
さ
い
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

中
央
政
府
は
観
念
的
に
も
政
治
的
に
も
、
近
代
企
業
が
存
繍
す
る
た
め
に

は
不
可
柏
駅
の
法
的
制
度
・
経
済
制
度
・
商
業
制
度
の
大
枠
を
確
立
す
る
こ

と
も
保
註
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
(
三
九
頁
)

経
済
資
源
は
制
限
さ
れ
て
は
い
た
が
、
俸
統
的
な
鐙
制
下
で
は
手
つ
か
ず

の
ま
ま
で
あ
っ
て
、
こ
の
桂
制
を
破
壊
で
き
る
の
は
根
本
的
な
政
治
愛
動

だ
け
で
あ
っ
た
。
(
四

O
頁〉

と
い
う
具
合
で
あ
る
。
さ
ら
に
フ
ュ
ア
ワ
l
カ

1
氏
は
こ
の
古
い
問
題
に
劃
す

る
新
し
い
回
答
を
求
め
る
際
、
清
末
に
お
け
る
中
園
人
の
商
業
活
動
が
、
本
質

的
に
は
「
前
近
代
的
」
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
原
初
的
な
「
近
代

性
」
を
も
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
見
遁
し
を
述
べ
て

い
る
。
し
か
し
寅
際
は
、
臨
時
統
的
技
術
の
束
縛
を
受
け
な
が
ら
も
、
清
土
木
の
中
園

は
複
雑
で
商
業
化
さ
れ
た
「
先
進
的
」
な
経
済
扶
態
に
あ
っ
た
。
(
五
八
頁
)

ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
・
チ
ャ
ン
氏
執
筆
の
第
八
章
は
、
フ
ユ
ア
ワ
l
カ
l
氏
の
章

と
重
複
す
る
が
、
そ
れ
は
歓
迎
す
べ
き
重
複
で
あ
る
。
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
氏
は
、

清
末
に
儒
数
の
償
値
鐙
系
の
範
囲
-
内
で
商
人
の
果
た
し
た
役
割
の
袋
化
と
社
舎

的
地
位
の
向
上
と
を
詳
細
に
見
て
い
る
。
氏
は
官
督
商
緋
か
ら
官
商
合
務
ま
で

種
々
の
形
態
の
、
商
業
へ
の
園
家
介
入
ゃ
、
官
僚
の
商
業
活
動
へ
の
直
接
介
入

を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
氏
は
私
企
業
の
興
隆
と
、
特
に
地
方
餓
道
建
設
の
よ

う
な
経
済
面
に
お
け
る
民
族
主
義
の
出
現
と
の
連
環
と
い
う
問
題
を
論
じ
て
い

る
。
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
氏
は
最
後
に
、
周
鼠
平
回
一

-
張
饗
の
地
方
に
お
け
る
活
動
を

述
べ
て
、
清
末
の
新
し
い
グ
ル
ー
プ
|
|
官
僚
資
本
家
ー
ー
を
-
評
債
し
、
深
く

掘
り
下
げ
た
叙
述
を
行
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
氏
は
、
園
家
の
利
盆
と
園
家

の
商
工
業
へ
の
介
入
と
を
、
儒
数
官
僚
の
経
済
活
動
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
合
法

化
し
た
も
の
と
み
な
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、

中
園
の
官
僚
は
公
共
の
利
盆
と
自
己
の
利
盆
と
を
同
一
視
し
た
た
め
、
統
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制
を
や
め
る
こ
と
を
拒
み
、
産
業
経
営
に
さ
ら
に
強
く
介
入
す
る
よ
う
に

さ
え
な
っ
た
。
(
四
六

O
頁
)

こ
の
こ
と
は
、
誕
生
し
て
閲
も
な
い
中
園
近
代
産
業
に
重
苦
し
い
影
響
を
奥
え

た
。
そ
の
結
果
、
不
景
気
に
加
え
て
、
中
央
政
府
と
地
方
の
省
と
が
争
う
よ
う

に
な
っ
た
。
一
九
一
一
年
に
民
営
鍛
造
と
図
家
統
制
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
清
朝

に
射
す
る
郷
紳
の
反
感
が
爆
裂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
車
な
る
偶
然
で
は

な
か
っ
た
。

最
後
に
マ
リ
ア
ン
ヌ

・
パ
ス
テ
イ
九
フ
リ
ュ
ジ
エ
ー
ル
氏
の
野
心
的
な
第
一

O
章
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
一
一
巻
と
一
三
巻
で
論
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
民
園

期
の
急
速
な
獲
化
の
舞
肇
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
論
文
の
テ
1
7

は
最
初
か
ら
現
わ
れ
て
い
る
。

民
衆
反
飢
が
潮
岬
廃
さ
れ
て
か
ら
清
朝
が
滅
び
る
ま
で
の
四
十
年
聞
は
、
中

園
の
社
曾
秩
序
の
全
種
的
な
大
安
動
期
で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
園
祉
舎
内

に
お
け
る
後
質
の
時
代
で
あ
っ
た
。
(
五
三
五
頁
)

と
い
う
貼
で
あ
る
。
衣
い
で
中
園
人
エ
リ
ー
ト
の
構
成
の
中
の
様
々
な
社
品
間
後

化
と
新
し
い
職
業
集
闘
の
勃
興
と
を
詳
細
に
叙
述
し
て
い
る
。
彼
女
は
ま
た、

新
し
い
制
度
(
近
代
的
銀
行

・
近
代
的
皐
校
〉
の
出
現
ゃ
、
清
末
の
社
舎
費
化

に
お
い
て
そ
れ
ら
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
も
か
な
り
多
く
の
紙
面
を
割
い

て
い
る
。
一
般
大
衆
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
幾
分
少
な
い
。
彼

女
が
詳
細
に
分
析
し
た
主
要
な
新
集
闘
は
工
業
努
働
者
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
彼

ら
が
早
く
か
ら
急
速
に
階
級
意
識
を
愛
達
さ
せ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
バ
ス

テ
ィ
に
フ
リ
ュ
ジ
エ

l
ル
氏
は
、
清
末
中
園
の
波
落
状
態
を
西
洋
の
せ
い
で
あ

る
と
非
難
す
る
こ
と
も
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
硬
直
し

た
設
を
引
用
す
る
こ
と
も
拒
ん
で
い
る
。
む
し
ろ
彼
女
は
、

「
農
業
状
態
の
漸

準
的
悪
化
と
、
特
に
地
主
小
作
関
係
の
中
に
、
帝
園
時
代
末
の
中
園
祉
曾
を
擦

す
ぶ
っ
た
獲
化
」
(
五
九
一
頁
〉
を
見
て
い
る
。
中
園
人
反
飢
者
の
、
自
分
淫

の
波
落
朕
態
に
削
到
す
る
反
感
は
、
し
ば
し
ば
無
意
識
に
、
経
済
問
題
を
政
治
問

題
に
繁
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
不
況
時
代
に
は
、
政
治
権
力
の
所
在
地
が
嘗
然

民
衆
の
攻
撃
目
標
と
な
っ
た
。
二

O
世
紀
初
頭
、
秘
密
結
社
が
も
は
や
中
心
的

な
政
治
勢
力
で
な
く
な
る
と
、
康
範
な
大
衆
の
排
滞
運
動
が
設
展
し
た
。
辛
亥

革
命
は
長
く
康
い
道
の
一
つ
の
道
標
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

以
上
、
一
つ
一
つ
見
れ
ば
、
本
巻
の
一

O
章
す
べ
て
は
、
何
ら
か
の
黙
で
賞

讃
に
値
す
る
。
そ
の
中
の
あ
る
も
の
は
、
私
が
指
摘
し
た
よ
う
に
特
別
な
債
値

を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
評
者
に
と
っ
て
特
に
い
ら
だ
た
し
い
の
は
、
第
一
一

巻
に
お
い
て
概
念
の
統
一
が
明
ら
か
に
飲
如
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一

O

巻
で
も
、
ま
た
第
一

0
・
一
一
の
二
容
を
と
お
し
て
み
て
も
、
そ
れ
は
同
様
で

あ
る
。
ま
た
、
上
述
の
例
外
を
除
け
ば
、
本
巻
は
依
然
と
し
て
主
に
上
か
ら
見

下
し
た
事
件
史
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

(西
洋
で
も
日
本
で
も
〉
最
近
の
研
究
が

避
け
よ
う
と
し
て
き
た
こ
と
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
お
い
て
、
第
一
一

巻
の
大
部
分
は
出
版
さ
れ
た
時
黙
で
は
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
い
た
。
英
米
の
中

園
皐
は
、
過
去
二
世
代
に
わ
た
っ
て
一
鐙
何
を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
一
容

の
う
ち
最
も
原
典
に
忠
寅
な
論
文
が
、

今
な
お
中
園
人

・
中
園
系
ア
メ
リ
カ

人

・
日
本
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
黙
か

ら
見
て
お
そ
ら
く
、
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
中
闘
史
』
の
執
筆
に
、
ほ
と
ん
ど
、
あ

る
い
は
全
く
参
加
し
て
い
な
い
若
い
世
代
の
中
園
田
学
者
た
ち
に
と
っ
て
、
最
も

重
要
な
目
標
は
日
本
語
の
習
得
で
あ
ろ
う
。
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